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　The 　photochemical　fbnnatioll　of　pcroxidcs（hydrogen　pemxide　and 　organic 　peroxides）was

studicd 　ill　scawater 　collec τed 　alて）ng 　1he 　coast 　of 　Okhlawa　Island，　using 　a　solar 　simlllat て）r．　 Our
sl．udy 　shQwcd 　that 　hydrogen　pcroxidc（HOOH ）was 　photて，chemically 　fb1馳med ，　but　orgaIlic 　perox−

idcs　wcrc 　n て｝t．　 The 　mean 　vahle 　of 　the 　IIOOH 　photo−fbrmati 〔）n　rates 　was 　L38 ± 0，8011M 　min
− 1．

We 　obscwed 　tw 〔〕 types 　of 　HOOH 　fbrmatkm　kmetics，　i，e ，　one 　with 　 a　consta 【1t　fbrIIlatioll　rate 　and

thc 　otllcr 　with 　a 　decreasing　fol’mat ．ioll　rate ，　Strollg　c （＞rrclations 　were て）bserved　between　the
HOOH 　fbrmalion 　rate ，しhc　dissolved　iroll　concentrati （》ns （ノ｛

＝0，75）and 　thc 　absorballce 　of 　sea −

waLer 　samp 旦cs 　at　300　mn （R
＝

〔｝．83）．　The 　diss  lved　organic 　carb ｛）11 （DOC ）c （）ncentrations 　did
llot 　show 　a　sτrong 　correlation 　with 　t｝1e 　HOOH 　fbnnation 　ratc （R ； 0，30）．　It　is　suspccted 　that
the 　colnpositions （）f　dissdved （，rganic 　compo しmds 　collcctcd 　from 　dil琵 rem 　si1es 　may 　di幵ヒr，　and
that 　the 　pho 〔ochelnical 　fbrmation 　of 　HO （）H　is　allセcIed 　by　the ⊂oInl〕ositiてms 　of 　dissolved　organic
α ）mpounds ．　The 　salinity　showed 　a　stroIlg　ncgativc 　correlation 　with 　the 　IIOOH 　fbrIIlatioll　rate

（R ＝
− 0．76＞，suggesting τhat　major 　HOO ｝1一士brmillg　cllro 【nophores 　orig．　inate　from 　laIld．

Kaywords ： hydrogen 　peroxide；now 　h真iection　analysis ；seawater ；Photo〔：hemisuy ；Okin 乱 wa ．

1 緒 言

　過酸化物 と は 過 酸 化 水素 （HOOH ） と有機過酸化物

〔ROC ）H ） の 総 称 で，　 HOOH は 活性
．
酸 素種の

一
つ と し て

知 ら れ て い る ．活性酸素種 とは 酸素分 子 （
：b2）が よ り反

応 性 の 高い 化合物 に 変 化 した もの で
， IIOOH の 他 に一・重

［
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項酸素 C（．）2 ），ス
ーパ ーオ キ シ ド 〔o1

’一
），ヒ ドロ キ シ ル

ラ ジ カ ル （
・
（：）H ） な どが ある

L
’／
．活性酸素種 に つ い て の 研

究 は 医学方面 で は 盛ん に 行 わ れ て お り，生体内 に お い て

様 々 な疾患 や
．
老化 に 関 与す る物質 と し て 知 られ て い る

2〕

が ，環境 中で の 挙動 に つ い て は，ま だ 不 明 な点 が 多い ．

　 大 気中で 光化学的に 生 成す る H （X ）H は オ ゾ ン よ り強 い

酸 化力を もつ 物質で あ り，酸性雨の 形成や 森林哀退などに

関与 して い る こ とが 報告 さ れ て い る
…1）．大気 中 の HOOH

は t に 揮 発 性 有 機化 合 物 （V （，C），窒 素酸化物 （NO ρ，
一

酸化炭素 （CO ） な どの 光 化 学 反 応 に よ っ て 生 成 した過
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酸化 ラ ジ カ ル （HOO ・）の 二 分子不均化 反応 に よ っ て 生 成

され る
4｝，

HOO ・＋ HOO ・− HOOH ＋ Ov （R1 ）

　有機 過 酸化物 （ROOH ） は 大気 中 で の 有機物 の 酸化 の

反 応 メ カ ニ ズ ム を理 解す る 上 で 不可 欠 な もの で あ る た め 注

目されて い る ，ROOH は 過酸化 ラ ジ カ ル と，大 気中の 有

機物が 酸化 され て 生 成 し た 有機過酸化 ラ ジ カ ル （RO （
．
）つ

の 反 応 に よ っ て 生 成 さ れ る
り ，

HOO ・＋ ROO ・− ROOH ＋ OL， （R2）

　海水中の 過酸化物の 起源 と して 雨 の 日に は大 気 中 の 過 酸

化物の 降水へ の 溶け込み と そ の 湿性沈着，晴れ の 目 に は 大

気中の 過酸化物の 海水面へ の 乾性沈着 と海水巾で の 光化学

反 応が 考えられ て い る．その 他 に 生 物 の 呼吸を 通 して の 生

成 も報告 され て い る
b 〕．

　海水中で の HOOI ．1の 生 成 は溶存有機物 （DOM ） の 光

酸化 に よ る 過 程 が 考 え られ て い る
7〕．

　 　 　 　 　 　 　 　 　 ＊

DOM ＋ 加 一一→ DOM

　 　 ＊　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　
t．
　 　 　 　 　 　

　　
Dぐ）M 　＋ 0 。一→ DOM 　＋ ・Ot，
　　　　　　　　　　　
2・02 ＋ 2H 　

−一レ｝100H ＋ 02

（R3）

（R4）

（R5）

　 ま た，海 水 中 で の オ ゾ ン の 生 産量，光活性物質の 濃度，

人 射光 や 海而 で の 透過 度な どの 因 子が 大きく影響 して い る

と報告 さ れ て い る
“）
が，海水中に 光化学反応の み で 生 成す

る 過 酸化物 に つ い て は十 分 理 解 さ れ て い な い ．

　そ こ で ，木研究で は 沖縄島沿岸 の 海水 中 に 光化 学 的 に生

成す る 過酸化 物の 挙動 を 明 ら か に し，過 酸 化 物 の 光生 成の

特 徴 に つ い て 研究 を 行 っ た，本研究 で は，更 に 陸 か らの 影

響 につ い て 考察 した ．

2 実 験

　2・1 試薬と海水の サ ン プリン グ

　本 研 究 で は，関 東 化 学 製 の 鹿特級の ρ
一ヒ ドロ キ シ フ ェ

ニ ル 酢酸 （POHPAA ） を用 い た ．　 Horscrudish 　pc「 oxidase

及 び catalase は，　 Sigma −Aldrich　C 〔〉．製 を用 い た ．ア セ ト

ニ ト リル （CHsCN ） は ，関 東化学製の 高速 液体 ク ロ マ ト

グ ラ フ ィ
ー （HPLC ） 用 を用 い た ．そ の 他 の 試 薬 は，す べ

て 関 東 化 学 製 の 特級試薬で あ っ た．溶液 の 調 整 に は Milli−

Q 水 （＞ 18．2M Ω cm ） を用 い た ．

　海水試料 は ，2009．年 10 ∫］ 18 円〜11 月 10 凵 に 沖 縄 島

周辺 20 地 点 で ポ リエ チ レ ン 製 の ひ し ゃ くで 採取 し．〔｝．45

μm の オム ニ ボ ア メ ン ブ レ ン フ ィ ル タ
ー

（凵本 ミ リ ポ ア 製 ）

で 直 ち に 1戸過 した ，サ ン プ リ ン グ 場所 は ，Table　 1及 び

Fig、3 に 示 した．採 水深 度 は，表簡 か ら約 10　cm の 深 さ ま

で の 表面海水で あ る．言戸過 した 試料 は 実験室 に 持ち帰 り，

冷蔵保存 した，

　 なお，沖縄島の 北 部は ，自然が 多 く残 っ て お り，赤
一1．：．1．：

壌 に覆 われ て い る， ・
部，開 発な どで 露出 した 赤 ヒ L壌 は，

い っ た ん大雨 が 降 る と，容易に沿岸まで流 され 海を赤 く染

め る．こ の 現 象 を地 元 で は，赤．．1．：汚 染 と 呼 ん で い る．そ れ

に 対 し沖縄 島巾南部 は，人 口 も多 く，人為 起 源 の 排 出 物 が

河川 を通 して 沿岸海水 に 流 れ込 む地 域 で あ る ．

　河川 水 と海水 の 混 合 の 度 合 い を 調 べ る た め に ，塩 分 を

ATAG （：）製 S一ミ ル E を川い て 測定した．その 際，測定誤差

は ，± 1％。で あ る．

　全 鉄 イ オ ン 濃 度 は ，試料・中 の Fc （HP を塩酸 ヒ ドロ キ シ

ル ア ミ ン で 還 元 し，Fc　（tl） に した後，1ヒrro 加 e と反応 さ

せ，5Cm の セ ル を 川 い て 吸 光 光 度計 （E62　i
’
nn ） で 計測 し

た
9’，
．

　2・2　過酸化物の 定量

　過酸化物 の 定量 は，POHPAA の 二 量 体化 反 応 を 用 い

た
m ．こ の 反応 は 基質 で あ る POIIP へ ．．、 が 酵素 で あ る

pe1
’
oxidasc の 存在 ドで ，過酸化物 〔RC ）Oi ［＋ HOC ）H ） と

反 応 し「 量 体を形成す る もの で ある．二 量体は ，蛍光強度

を測 定 （高 pH 領域 で 励起波長 320　nn1 ，蛍光波長 400 　nm ）

す る こ とで 定量 で き る．本 研 究 で は ，フ ロ ーイ ン ジ ェ ク シ

ョ ン （FIA）法 を 用 い て ， 試 料 を蛍光光度計に 導 入 した ．

また，過 酸化 物 を分 別 す る た め に，過酸化物 と反応 して 分

解 を促す 力 タ ラ
ーゼ を利 用 した．カ タ ラ ーゼ に よ る 有機過

酸化物の 分解速 度 は過 酸 化水素 の 場 合 よ りも遅 い た め ，分

解速度の 違 い を利川 す る こ とで 分別 が ll∫能に な る
／’），

　過酸化物 の 検量線 は，市販の 3｛〕％ 過酸化水素水 を 希釈

し て 作成 した．なお，市販 の 30 ％ 過酸化水素水 は ，約

0．〔月 M に希釈 し，波長 24〔｝mu 〔ε 一／／8．lM
− lcm −［

）
lm

に

お け る吸 光度 CHITA（二HI 製，　 U−2〔1〔）1spectrophotomete1 ．
）

を 実 馬剣
．．1ご とに 測定す る こ とで 濃度決定 した．こ こ で ，

ROOII と POHPAA の 反 応 で 生 成 す る 二 量 体の 反 応 収 率

は ， llC）OH との 反 応 と同 じで ある と仮定 した，

　 2・3　光 照 射 実 験 装 置

　 光照 射
．
実 験 は 50〔IW の Xe ラ ン プ を装備 した 太陽光 シ ミ

ュ レ ーター （USHIO 製 （．）Ptical．Ntodulex 　BA −X5 〔｝〔1） を光

源 に 用 い た ．こ の 太陽 光 シ ミュ レ
ー

タ
ー

で は 実 際 に は地 ヒ

に到 達 し な い 29011m 以 下 の 波長も照射 され る
’；11 ］／，

，そ こ

で 290mn 以 下 の 波長 の 光が 過酸化物 の 光 生 成 に 与 え る影

響 を 調 べ る た め に，3（［Onm 以 下 の 波 長 を透過 す る 石 英製

の セ ル と ：3（IO　nm 以
．
卜
．
の 波 長 の 光 を 遮 断 で きる ガ ラ ス 製 の

セ ル に 入 れ 光 照 射実験を行 っ た．使川 した セ ル の 透 過 度 を

測 定す る と，Fig．1 の よ うに な っ た．波長 300 】m1 の 光 は

N 工工
一Eleotronio 　Library 　
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Fig．　 l　 Trヒulsmi ［に 111cc ‘｝f
．
もhss　cell 　 and 　quar吐！ c （

・」1

Trans ［nhtancc 　 1・、 1〜 、e し tO 　l〔｝0％ whcn 　n 〔

．
，　 cells 　 were

P［dced 　hl　thc　spcd1
』
（エPll（， toH ［eter ．

初速 度 を Tab 】e　 1 に 示す．塩分が 示す よ うに，本研 究で 川

い た 試 料 に は，沿岸 で 採取 し た た め ，河 川 水 の 混 入 が 見 ら

れ た．

　本実験 で 用 い た 海水試料中の 溶存有機炭素 （L）OC ） 濃

皮 は L53 〜2．64　Pplllで ，平 均 値 は 1．94　pPln で あ っ た．

広島湾で採取 され た 海 水 中で は 0．88〜2．54ppm で あ り
1t’1
，

大西 洋で 採取 され た 海水中で は 〔1．84 〜L32P
！
〕 m で あ る と

報 告 され て い る
1s｝
．よ っ て．今回 の 実験 で は こ れ ら の 値 よ

り比 較的高い 値 が 得 られ た こ と に なる．

　海水試 料の 吸 光度 は，可 視 域 か ら紫 外 域 に か け徐 々 に 増

加 し た が ，は っ き りと し た ピーク は 見 られ な か っ た．ま

た，波長 300nrv と 313nm の 吸 光 度，25〔｝nm と 30〔l　ntn

に お け る 吸 光 度 の 間 に は，そ れ ぞ れ 相 同 係 数 i｛’＝D．9g と

強 い 相 関が 見 られ た，

石 英 セ ル で 約 9（1％ ，ガ ラ ス セ ル で は 約 10％ 透 過 す る とい

う特性 を持 っ て い た．

　 光照 射時 に 試料の 温 度 が 上 昇 す る こ と を 防 ぐた め に セ ル

ホ ル ダ
ー

に は 冷却 シ ス テ ム が 装 備 され て お り，冷却 シ ス テ

ム 内を流 れ る 水の 温 度 を 20℃ で
・
定 に した．光 を蝋射 し

て い る 問，試 料 は マ グ ネチ ッ ク ス タ
ー

ラ
ー

に よ っ て か くは

ん し た ，

　光強 度は 2−11iLl・obellzaklcllyde （2−Nm を用 い る 化学光

呈 計 で 測 定 し た．2−NB は 光を吸収 し，一
次 反 応 に 従 い 光

分 解反 応 を 起 こ す，2−NB の こ の 光 分 解 反 応 速 度 定 数 を光

強 度 σ）指標 と して 用い た．光照 射後の 2−NB は 1IPLC を 旧

い て 定量 した．移動相 に は Cl毛CN と H ，
，（）が 6 ； 4 の 判合

の もの を 使用 し，ポ ン プ の 流 量 は 1．（）　mt 　min
［
と した ，

検 川 は 紫外
・
可視吸光光度司

．
を仗 用 し，波 長 26‘lmn で 行

っ た．本研究 で 使 川 した 太 陽 光 シ ミ ュ レ ー
タ
ー

に よ る 2−

NB の 光 分解速 度 定 数 は ，ガ ラ ス セ ル を 用 い た 場合、

〔｝．〔｝153 ± ｛．）．C｝〔1〔｝7s
− 1

，石 更 セ ル を 川い た 場合，｛｝．〔1374 ±

0、〔｝〔｝15s
−1

，
と安定 して い た．

　太陽 光 シ ミ ュ レ
ーター

で 得 られ た 過酸化物 の 生成 初 速 度

は，沖縄 の 太陽 光 強度に 規格化 し．デ ータ 間の 比 較 を 行 っ

た ．20〔）2 年 8 月 26LI （
’IVeilH） の 11 時 う0 分 〜t2 時 12分

の 琉 球 大 学で の 太 陽光強度 は，2−NB の 光 分 解 反 応 速 度 定

数 で 0．0128s
− 1

で あ っ た ．ま た ．光 量 子 セ ン サ ー
（Lt−

］90SA ，　Li−（X ）R ） で 同ll寺に 測定 した f直は．21〔｝〔｝μ ltlill　 ］11
！

s1 で あ っ た．な お，こ の 規格化 に よ り得 られ た生 成 初 速

度は ，実際の 環境 （表 層 海水） で の ほ ぼ 最 大 値 と して 考 え

る こ とが で きる．

3　結果と考察

3・1　海水試料の 化 学 組 成

実験 に 用 い た 海水試料 の 化学 組 成 及 び HoOH の 光生 成

　 3・2　過 酸 化物の 光生成

　Fig．2 に 太 1場光 シ ミュ レーターを 用 い た 光照 射 に よ る過

酸化物の 光生 成の 例を示す．今 回 の 研 究 で は，有
．
機過 酸化

物 （ROOH ） につ い て は，　 HOOH と ｝
li

きな り光照射 に よ る

生成 は 見 られ な か っ た．こ の こ と か ら，海水試料中で は

ROOH は 光 生 成 され に くい 特徴 を持 っ て い る か ，試 料 に

含 まれ る ROOH の 発 生 源が 少ない こ とが 考 え られ る．

　 HOC ）IIの 光 生 成 は．大 きく分けて 2 つ の タ イ プ が 見 ら

れ た．　
・
つ は Fig．2 の ◇ の よ うに 光 照 剔 II寺間 の 増 加 に 伴

っ て 生 成速 度 が し だ い に 減 少 し カ ーブ を 描 く タ イ プ

（Typ （ C ） で ある．もう
一・

つ は F磨．2 の △ の よ うな光照 射

U寺間 に 比 例 して 直線 的 に H （
．
）（．川 濃 度 が 増加す る タ イ プ

（T
｝peL ）．つ ま り生 成 速 度 が一・

定で あ る タ イプ で あ る．

T
＞pec は石 英 セ ル を 用 い た 際の 測定結 果 に 多い こ とが 分

か っ た ．こ れ は、光 照 射 時 間 が 増加す る と
， 溶 液 中 で

HOC 川 濃 度 が 増 加 し，　 H ⊂）OH の 生 成速度 に対 し て 分 解

速度 が垢 加 す る た め で あ る と 考え ら れ る．同 様 の 現 象 は，

雲 水 中 の HOOH の 光化学 生 成 の 場 合 に も 観察 され て い

る
1

．
1

．光照射実験 の 結 果 か ら
「
1＞
．
peL を 示 した 試料で も

光 照射
．
時闘 が 更 に 長 くな る と，徐 々 に 生 成 速 度 と分解近度

が 定常状態 に 達 し，そ れ を過 ぎる と HC／）OH の 発生 源 が 減

少する こ とか ら，分 解速 度 が 生 成 速 度よ り速 くな り曲線を

描 きなが ら減 少 す る と考 え られ る ．よ っ て ，木研 究 で は，

分解反 応 に よ る 影 響 を除 き，IIOOH の 光化学 的 生 成 の み

を求め る た め に，t − 〔｝mh1 に お け る 傾 きで あ る 生成初速

度 を 求 め ，こ れ を HC ）OII の 生 成 速 度 と し た．

　ガ ラ ス セ ル を川 い て 行 っ た 光照 射実験で は，1毋 水試料 中

に HO ⊂，H が ｛工．3 一呂、2　nM 　mi ］1
［

〔平均
＝L38nM 　 mil1

− 1
，

標準偏差 ＝0．80nM 　111iTl

−
［

） の 速 度 で 生 成 し た．また ，紫

外 線 を 多く透 過す る 石 英 セ ル 中 に 生 戊 した H （：｝OH の 牛 成

初 速 度 は ガ ラ ス セ ル 中で の 日00H の 生 成 初 速 度 よ りも 2

〜3i ’iT高 か っ た．こ の 結 果か ら，今 後成 層 圏 σ）オ ゾ ン 層 が

N 工工
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mding 　HOOH

plloto一且Ormalion 　T
’
1Utes 　usingquartz 　ccll 　and 　glass　c ぐ：ll

薄 くな る に つ れ，紫外線が増加す る と，沖縄周 辺 の 海水中

に 光 化 学 牛 成 す る H （：）OH も 増 加す る こ と が 予 想 され る．

　海 水 中 に 光 化学 的 に 生 成 す る 過 酸 化物 の 研究 は 幾つ か 報

告 さ れ，赤 根 ら
12 〕

に よ っ て ま とめ られ て い る．それ に よ る

と，瀬 戸 内海 で の HOOH の 光 生 成 速 度 は ，（1．IS −− 0．27

nM 　 min

−
［

で あ る．ま た，　 Moorc ら
ll／）

の （；；lu
．ibbean　 sea に

お け る HOOH 　O ）光 牛 成 速 度 は，0．40．’− 2、07　nM 　 min
［
で

あ る が，そ れ 以 外 の 南極
171

や 南大西 洋
］／．’1

に よ る 結 果 で は，

　 4．0

，≡　35E

Σ 3，0

琶・・

1　1・？
驀

15

§ Lo
ε

＝ 　05000

，0
＝ 　 　 30　 3132 　　 33　　 34　　35　　 36　　37

　 Salinity，

0／ひD

Fig・4　（．1〔．レr1で hlicレn　be［weell 　HO （）lIf ω
．
mation 　rates

（9［ass　ccll ）and 　s ヒdinity

ほ とん ど o．2nM 　 min 　
1
以 下 で ある ．よ っ て ，沖縄島沿岸

で採取 した 海水試料 中 に光化学 的 に 生 成す る H （）（）H の 生

成初速度は，こ れ まで 報告され て い る値 よ り もか な り速 い

こ とが 分か っ た．

　 H （X ）H の 牛 成 初 速 度 と 試料採 取場所 を 図 に 示 し た

〔Fig．3）．ガ ラ ス セ ル を用 い た 光照射
．
実験 の 結果，沖縄島

北朿部の 赤 1：．．L壌 に よ る 汚染が 見 られ る 海域や 南部 の 人為

起源の 排出物 が 多い 沿岸で 採取 した 海水試料中で HO ぐ）H

の 光生 成が 速い 結果 と な っ た ．そ れ に 対 し，沖縄 島北 西 部

の 自然が 多 く，赤 凵 壌 流 出の 少 な い 沿 1
．
ll二で採取 した 海 水

試料 rb の HOOH の 光生成が 少 な い 結 果 とな っ た．

　3・3　過酸化水素発 生源

　過 酸化水素の 発 牛 源に つ い て 検討 し た，まず，試料 中 の

堆 分 と HOOH の 生 成 初 速 度の 関係 を Fig，1 に 示す．相 関

係数 R ＝− 0．76 の 強い 逆相関が 見 られ，海水試料 が 外洋

海水に 近 くな る ほ ど，HC ）OH の 生 成 が 少 な くな っ た．こ

の こ とよ り，過酸化水素の 発生 源 と な る 物質は 河 川 水 な ど

陸由来に 多く含まれ て い る こ とが 明 らか に な っ た．

　ま た ，横軸 に ts〔10　 nm に お け る 吸 光 度，縦 軸 に 1．IOC川

の 生 成 初 速 度 を と る と，F轡 5 の よ う に な り，相関係数

R ＝0．83 と 高 い 相 関 が 見 られ た．こ の こ とか ら，試料中

に存 在 す る 光 を吸 収 す る 物 質が HOC ）H の 生 成 に 大 きく影

響 して い る こ とが 示唆 され た．

　 こ れ ま で報告 さ れ て い る研究で は，海水中の 溶存有機化

合 物 の 光 化 学 反 応 に よ っ て ，HOOII が 生 成 す る こ と が 知

ら れ て い る
71．そ こ で ，溶 存 有機化合物 の 濃度 の 指標 とな

る DOC 濃 度 と H （）（
．
川 の 生 成 初 速 度 の 相関 を 調べ た

（Fig、6）．相 関係 数 尺
≡0．30 で あ り，弱 い 相 関 しか 見 られ

な か っ た ．DOC 濃度は ，溶 存 有 機 炭 素 の 濃度 を示 して は

い る もの の ，どの よ うな 有機化 合物 が 存 在 して い るか は示

さ ない ．沖縄 島北 部 の 自然が 多 く残 っ て い る 地 域 及 び 南 部
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の 人 口の 多い 地 域 か ら流 出す る溶存有機化合物 は 組成が 異

な る こ とが 考 え られ る，溶存有機物 の 組成 に よ っ て 生 成す

る HOOH の 生 成初速 度が 異 な り，弱 い 相 関 が 得 ら れ た と

考え られ る．ど の よ うな 有機化合 物 が 1・IOOH の 生成速度

に 影響 を 与え る か は 今後の 諜題 で あ る．

　
．・
方，HOOH の 生 成初速度は．全 鉄 イ オ ン 濃 度 と の 強

い 相 関 が 見 ら れた （Fig ．7）．海水中 に は，　 Fe 〔II） と Fe

（III） が 存在す る．　 Fe （III） は 光 化 学 的 に 還 元 され，　 Fe（H ＞

に な る こ とが 報告 さ れ て い る
1SI．　 Fe （II） は ，過 酸化 ラ ジ

カ ル （HOO ・
） と反 応 し ，

　 HOC ）H の 生成を促す
D ．

Fe（II）＋ HOO ・＋ H
＋一→ HOC ）H ＋ Fe （III） （R6 ）

　全鉄 イオ ン 濃度 と HC ）OH の 光生 成初 速 度 の 強 い 相 関 か

ら，HC ）OH の 光生 成 に は 300　nm 付 近 の 光 を吸 収 す る 溶

存有機化合 物 だ け で な く，鉄 分 の 影響 もあ る と考 え ら れ

る，

　 DOC 測 定 に際 して ご 協力 くださ っ た 大出　茂博十、小野 朋典
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要 旨

　沖縄島沿岸で 採取 した 海水中で 光化学的に 生成する 過酸化物 を太陽 光 シ ミ ュ レーターを川 い て 調べ た．海

水中で 光 化学 反 応 に よ り生 成す る 過酸化水素 の 生成速度に は
一

定 の もの と，減 少 して い く2 つ の タ イ プ が

見られ たが ，有機過酸化物の 光生成 は 見 られ な か っ た．沖縄 の 夏 の 太 陽 光 強度に 規格化 し た 過酸化水素の 光

生 成速度は ，平 均 1．38　±　O．80　
…Nl　niin

−i
で あ っ た．過 酸 化水素の 光牛 成 初速度 と溶存鉄 イ オ ン 濃 度 及 び 300

11m に お け る 吸 光 度 に は，強 い 相 関 が 見 られ たが，溶存有機炭素 （DOC ） 濃度 と の 相 関 は 弱 か っ た．海水中

で の 過 酸 化 水素 の 光 生 成 に 溶存有機化合物が 関与 して い る こ とは よ く知 られ て い るが，溶 存有機化合物濃度

の 指 標 と な る DOC 濃度 との 相関が弱 か っ た こ とか ら，溶存 して い る有機化 合物 の 組 成 に よ っ て 過酸化水素

の 光 生 成 速 度が 異 な る こ とが 示唆 され た，また，陸由来の 成分が 過 酸化 水 素 の 光 生 成 に 関与 して い る こ とが

明 らか に な っ た，
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